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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞

・インシデントの報告件数が少ないので、委員は率先してインシデントを報告してください。

・毎月の事故報告入力は、遅くとも次の月の初めまでには入力してください。入力後はメールで前田、内城へ報告してください。

・委員会の欠席届がWIZでの申請に変更となっています。

＜8月事故発生状況＞

精神医療福祉領域：東病棟2件、西病棟2件、南病棟7件、北病棟6件
　　　　　　　　　薬局1件、青空クリニック1件、青陽館1件
高齢者介護福祉領域：南風苑4件、南天の郷6件

＜8月インシデント＞

精神医療福祉領域：東病棟3件、西病棟1件、南病棟0件、北病棟1件、

　　　　　　　　　薬局1件、青空クリニック0件、青陽館1件
高齢者介護福祉領域：南風苑4件、南天の郷1件

＜8月の発生事故振り返りミーティング・1ヶ月後の評価実施状況＞

東病棟→実施出来ている。
西病棟→実施出来ている。
南病棟→実施出来ている。
北病棟→実施出来ている。
青陽館→実施出来ている。
南天の郷→実施出来ている。
南風苑→実施出来ている。
＜北病棟での薬紛失について＞
・8/7　8：40服薬自己管理の患者様の服薬カレンダーから3日分の朝食後薬が無くなっているのをスタッフが発見。ベッド周辺等を捜索するが見つからず、当直医へ報告し、朝食後薬3日分処方となる。同日の18：40同じ患者様の夕食後薬と就床前薬が3日分無くなっているのを発見。捜索するが発見できず。その後、全員分の服薬カレンダーをスタッフ管理としていた。

振り返り：・病棟内で行われる現状の仕組みとしては、何らかの形で同様の事例が起きる可能性は今後もあるというスタッフの認識強化

　　　　　・日勤から夜勤帯にかけての服薬カレンダーの確認業務を、意識化しながら継続していく。

　　　　　・スタッフラウンドの強化

・8/19　服薬カレンダーをスタッフが管理していたが、患者様の朝食後薬が1日分無くなっているのを発見。スタッフオフィス内を捜索するが見つからず。後日、他患者様の服薬カレンダーの裏側にセロハンテープで貼りついているのを発見。

振り返り：捜索範囲の気配りをする事で防げていた。

・Ａ患者様が部屋移動(3階→4階)したその日に8/7と同じような紛失事故があった。Ａ患者様は転棟し、その後は同内容の事故は発生していない。現在は服薬カレンダーを患者様管理に戻している。

佐々木AOM・前田委員長より

　同様の事故が発生する可能性があるが、事故以前の管理方法と同じである。患者様が居ない時間(リハプロや作業療法)はスタッフ管理にするなど、管理方法を変えた方が良いと思われる。

→病棟にて話し合う事とする。

＜勉強会＞

担当者が欠席ですので、来月の委員会で実施します。

＜次回委員会＞

日時：平成28年10月27日（木）

場所：青南病院2階　会議室

